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　本研究の目的は、子育てを通じて幼児をもつ母親の心理的行動的特徴がどのように変化するかを明らかにするこ
とであった。研究 1 では、子育ての経験を持つ 30 から 41 歳までの母親 15 名を対象に、個別面接を行った。そのな
かで語られた内容を項目水準に整理し、行動面、心理面、物的面にカテゴリー分類し出現頻度を求めた。心理的行
動的特徴の変化について、出現頻度や内容から代表的なものを 32 項目選出し質問紙を作成した。研究 2 では、研究


















































（1）面接対象：子どもをもつ 30 歳から 41 歳（平均年
齢 37.1 歳）の既婚歴のある女性 15 名。結婚年齢は平
均 23.1 歳、初産年齢は平均 25.3 歳、子どもの数は平






























果、心理面 39 項目、行動面 28 項目、物的面３項目、























に関しては、夫 4 名・友人 14 名（重複あり）であ
った。
・  「子育てのストレスを発散させるところがある」は
14 名で、その中で夫と答えたのは 1 名、友人と答























































そうでない (0)， あまりそうでない (1)， どちらとも













第 1 因子は項目番号 9・7・5・28・10・25・11・12・










































































































「どちらともいえない」の 2 点より高かった項目は 20
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